
キ
ャ
ッ
チ
と
過

速
ス
イ
ッ
チ
と

の
整
合
性
の
状

況

目
視
に
よ
り
作
動
の
順
位

を
確
認
す
る
。

キ
ャ
ッ
チ
の
作
動
速
度
が

過
速
ス
イ
ッ
チ
の
作
動
速

度
を
下
回
る
こ
と
。

キ
ャ
ッ
チ
の
作

動
の
状
況

作
動
の
状
況
を
確
認
す

る
。

キ
ャ
ッ
チ
が
作
動
し
な
い

こ
と
又
は
調
速
機
用
ロ
ー

プ
が
滑
る
こ
と
。

_

釣
合
お
も
り
側
調

速
機

滑
車
の
状
況

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

欠
損
又
は
き
裂
が
あ
る
こ

と
。

取
付
け
の
状
況

目
視
及
び
触
診
に
よ
り
確

認
す
る
。

取
付
け
が
堅
固
で
な
い
こ

と
。

支
点
部
の
状
況

目
視
及
び
触
診
に
よ
り
確

認
す
る
。

イ

可
動
部
の
動
き
が
円

滑
で
な
い
こ
と
。

ロ

給
油
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
。

か
ご
側
調
速
機

と
の
整
合
性
の

状
況

瞬
間
式
回
転
速
度
計
に
よ

り
釣
合
お
も
り
側
の

キ
ャ
ッ
チ
の
作
動
速
度
を

測
定
し
、
か
ご
側
の

キ
ャ
ッ
チ
の
作
動
速
度
と

比
較
す
る
。

釣
合
お
も
り
側
の
キ
ャ
ッ

チ
の
作
動
速
度
が
か
ご
側

の
キ
ャ
ッ
チ
の
作
動
速
度

以
下
で
あ
る
こ
と
又
は
釣

合
お
も
り
側
の
キ
ャ
ッ
チ

の
作
動
速
度
が
か
ご
側
の

キ
ャ
ッ
チ
の
作
動
速
度
の

一
・
一
倍
を
超
え
て
い
る

こ
と
。

キ
ャ
ッ
チ
の
作

動
の
状
況

作
動
の
状
況
を
確
認
す

る
。

キ
ャ
ッ
チ
が
作
動
し
な
い

こ
と
又
は
調
速
機
用
ロ
ー

プ
が
滑
る
こ
と
。

`

主
索
又
は
鎖

主
索
の
径
の
状

況

乗
降
す
る
頻
度
の
最
も
高

い
階
（
以
下
「
基
準
階
」

と
い
う
。）か
ら
加
速
終
了

位
置
又
は
減
速
開
始
位
置

か
ら
基
準
階
の
間
に
か
ご

が
あ
る
場
合
に
、
主
索
が

綱
車
に
か
か
る
箇
所
等
に

お
け
る
最
も
摩
耗
の
進
ん

だ
部
分
の
直
径
及
び
綱
車

に
か
か
ら
な
い
部
分
の
直

径
を
測
定
す
る
。

イ

最
も
摩
耗
の
進
ん
だ

部
分
の
直
径
が
綱
車
に

か
か
ら
な
い
部
分
の
直

径
と
比
較
し
て
九
十

パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ

る
こ
と
。

ロ

最
も
摩
耗
の
進
ん
だ

部
分
の
直
径
が
綱
車
に

か
か
ら
な
い
部
分
の
直

径
と
比
較
し
て
九
十
二

パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ

る
こ
と
。

主
索
の
素
線
切

れ
の
状
況

基
準
階
か
ら
加
速
終
了
位

置
又
は
減
速
開
始
位
置
か

ら
基
準
階
の
間
に
か
ご
が

あ
る
場
合
に
、
主
索
が
綱

車
に
か
か
る
箇
所
、
傷
の

あ
る
箇
所
等
を
目
視
に
よ

り
確
認
し
、
最
も
摩
損
の

進
ん
だ
部
分
に
つ
い
て
は

重
点
的
に
目
視
に
よ
り
確

認
す
る
。

イ

次
に
掲
げ
る
基
準

（
以
下
「
素
線
切
れ
要

是
正
判
定
基
準
」
と
い

う
。）の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
こ
と
。

\

素
線
切
れ
が
平
均

的
に
分
布
す
る
場
合

は
、
一
よ
り
ピ
ッ
チ

内
の
素
線
切
れ
総
数

が
六
よ
り
鋼
索
に

あ
っ
て
は
二
十
四

本
、
八
よ
り
鋼
索
に

あ
っ
て
は
三
十
二
本

を
超
え
て
い
る
こ
と

ロ

次
に
掲
げ
る
基
準

（
以
下
「
素
線
切
れ
要

重
点
点
検
判
定
基
準
」

と
い
う
。）の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
。

\

素
線
切
れ
が
平
均

的
に
分
布
す
る
場
合

は
、
一
よ
り
ピ
ッ
チ

内
の
素
線
切
れ
総
数

が
六
よ
り
鋼
索
に

あ
っ
て
は
十
八
本
、

八
よ
り
鋼
索
に
あ
っ

て
は
二
十
四
本
を
超

え
て
い
る
こ
と
又
は

一
構
成
よ
り
一
ピ
ッ

チ
内
の
素
線
切
れ
が

三
本
を
超
え
て
い
る

こ
と
。

]

素
線
切
れ
が
特
定

の
部
分
に
集
中
し
て

い
る
場
合
は
、
一
よ

り
ピ
ッ
チ
内
の
素
線

切
れ
総
数
が
六
よ
り

鋼
索
に
あ
っ
て
は
九

本
、
八
よ
り
鋼
索
に

あ
っ
て
は
十
二
本
を

超
え
て
い
る
こ
と
又

は
一
構
成
よ
り
一

ピ
ッ
チ
内
の
素
線
切

れ
が
七
本
を
超
え
て

い
る
こ
と
。

を
超
え
て
い
る
こ
と

又
は
一
構
成
よ
り
一

ピ
ッ
チ
内
の
素
線
切

れ
が
四
本
を
超
え
て

い
る
こ
と
。

]

素
線
切
れ
が
特
定

の
部
分
に
集
中
し
て

い
る
場
合
は
、
一
よ

り
ピ
ッ
チ
内
の
素
線

切
れ
総
数
が
六
よ
り

鋼
索
に
あ
っ
て
は
十

二
本
、
八
よ
り
鋼
索

に
あ
っ
て
は
十
六
本

を
超
え
て
い
る
こ
と

又
は
一
構
成
よ
り
一

ピ
ッ
チ
内
の
素
線
切

れ
が
九
本
を
超
え
て

い
る
こ
と
。

^

錆
が
著
し
い
場
合

又
は
素
線
切
れ
が
生

じ
た
部
分
の
断
面
積

の
摩
損
が
な
い
部
分

の
断
面
積
に
対
す
る

割
合
が
七
十
パ
ー
セ

ン
ト
以
下
で
あ
る
場

合
は
、
一
構
成
よ
り

一
ピ
ッ
チ
内
の
素
線

切
れ
が
二
本
を
超
え

て
い
る
こ
と
。
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